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 夏休みが終わりました。今日から２学期が始まります。１学期の終業

式で、１学期を振り返り、自分にとって「稚心を去る」つまり「幼さを

消す」「大人の考えになる」ことはどういうことか夏休みに考え、２学

期からの生活に生かしてみてください。と宿題を出していたと思いま

す。今日から早速実践してみてください。考えていなかった人、大丈夫

ですか。すでに稚心を去ることができていない、甘えているということになります。今日

にでも考えて、明日から実践してください。 

 みなさんは、毎日の学校生活で頭と体と心を鍛えています。友達と協力することも学ん

でいます。２学期は、行事を通してさらに頑張る心、協力し合い、助け合う心を磨いて欲

しいと思います。 

 運動が得意な人もいれば、苦手な人もいます。勉強が得意な人もいれば、苦手な人もい

ます。でもひとりではできないけど、友だちと一緒だからできることがあります。友だち

と協力するから頑張れることがあります。みんながいるからできることがあります。みん

なで力を合わせ頑張る中で一人ひとりが成長できます。 

 また、行事の中で、負けて悔しい思いをしたり、思うような結果が出せ

なくて残念な気持ちになり、「しなければよかった」、「せっかく頑張っ

たのに」と思うこともあるかもしれません。確かに結果を出すことも大切

ですが、結果を出すための努力、これが一番大切だと思います。この努力

をみんなで認め合うことで絆が深まり、「やってよかった」、「次も頑張

るぞ」という気持ちになり、あたたかく、居心地のいい、何をやっても頑

張れる集団になります。話が少しそれますが、私は、仲良くすることと協力することは違

うと思っています。だれとでも仲良くすることは難しいことです。自分と気の合う人、合

わない人がいます。ですから、だれとでも仲良くする必要はないと思います。ただし、仲

良くしなくていいとは､攻撃をしたり、無視をしたりすることではありません。上手に距離
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をとることです。一方、みんなで何かをやるときは、気の合わない人とでも力を合わせて

取り組むことが必要です。これを協力といいます。これも大人的な考え方、付き合い方で

す。仲良くすることと協力することを自分の頭の中で整理をして､上手な人間関係を築いて

ください。 

 ２学期は行事を通して、集団を成長させるチャンスです。そして集団が成長すれば、一

人ひとりも必ず成長しています。２学期が終了する時、みなさんがどんなクラス、どんな

学年に成長しているか楽しみにしています。 

 

 

 

 ８月１８日（金）に「右玉子ネット研修会（３校合同研修会）」として熟議を行いまし

た。右田小学校・玉祖小学校・右田中学校の全教職員・学校運営協議会委員・児童・生徒

の総勢１００名以上が、子どもと大人が混在するグループに分かれ「心を育む１０か条」

の第９項目「大人が手本を それが一番の教育です」について、（１）理想の大人像とは？

（２）そのような大人になるためには？という内容で、意見・考えを

出し合いました。子どもの意見にドキッとされられることがありまし

たが、和やかな雰囲気でとても盛り上がりました。 

 

【熟議の内容】 

① 子どもたちは大人に「道徳性」や「理性」を求めている 

・ どのグループにおいても子どもたちが、積極的に自分の意見を述べている様子に感

心しました。「どんな大人を求めているか」について出た子どもの意見は、「優し

い（思いやりがある）大人」、「厳しい大人」、「ダメなことはダメと言ってくれ

る大人」、「たくましい大人」、「勇気がある大人」、「あいさつができる大人」、

「平等な大人」、「笑顔のある大人」、「遅刻しない大人」、「人の役に立つ大人」、

「ルールを守る大人」、「考えて行動する大人」、「あきらめずに頑張る大人」、

「努力し続ける大人」、「仲間思いの大人」、「ゴミを拾う大人」などが出ました。

これを一言で言うならば、「道徳性がある、理性的な大人」といえるでしょう。 

② 保護者・先生方の平素の指導、道徳教育の賜 

・ 「なぜ、子どもたちは、大人に道徳性や理性を求めるのか。」というと、子どもた

ちの価値観がそうだからです。この価値観はどこから生まれたか。それは、保護者

や先生方の平素の指導、道徳教育からだと思います。子どもたちは、日頃から保護

者や先生方に言われていることを「うざい」といいながら聞いていることが、いつ

の間にか自分たちの価値観になっているといえます。保護者・先生方の平素の努力

が、こういうときに発揮されるのです。 

③ 裏を返すと 

・ 裏を返せば、「道徳性のない大人」、「理性のない大人」が増えているということ 

かもしれません。子どもは大人をよく見ています。「残念な大人にならない」、「子 

どもの期待を裏切らない」ことが大切です。 
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